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ABSTRACT: This sample copy is an instruction for the manuscript of proceedings of the Rheology Symposium. Authors of the proceedings are suggested, hopefully to follow this instruction.  When you write it in English, no duplication of title and author(s) is necessary.

１．はじめに
　こちらは，第69回レオロジー討論会要旨原稿の書き方を示したものです。原稿はA4サイズで2ページ，上下左右にはそれぞれ25㎜のマージンをとって下さい。また，日本語か英語でご執筆願います。
　カラーの図や写真を含む場合，オンライン要旨集にはそのまま表示されますが，白黒で印刷された場合にも判別がつくように配慮いただけますと幸いです。
　　
２．題目，ご講演者，ご所属など
　講演題目は14ポイント，その他は10ポイントの文字を使用することを標準とします。
　ご所属，ご氏名の上下は１行空けて下さい。ご所属は適当に簡略化し，続けて英文の講演題目（12ポイント），ご氏名，ご所属を同様の形式で書いて下さい。英文で原稿を書く場合，日本語の題目，ご氏名，ご所属は不要です。
３．本文テキスト
本文は2段組として，10ポイント程度の文字で書いて下さい。
本文のはじめに，50-100 語程度の英文ABSTRACTをつけて下さい。行間隔，中心段間隔などは，要旨集が読み易いように原稿を作成して下さい。
都合で2段組にできない場合には，右端に図など 入れるなどして，一行が長くならないように工夫して下さい。
４．図表の書き方
　  図表は，文字の大きさに配慮し，鮮明なものを使用してください。原稿に直接貼り付ける場合には，はがれないように注意して下さい。
図の説明 (Figure Caption) は英文で書いて下さい。
単位および物理量の書き方は，できるだけSI単位系に従って下さい。
５．原稿の提出について
　  原稿のご提出は，専用の要旨原稿提出フォームよりお願いします。
提出形式はPDFデータで,ファイル名は，「講演番号_発表者氏名_pdf」でご提出ください。講演番号は，ホームぺージに掲載の第69回討論会プログラムからご確認いただけます。該当の提出フォームは，7月27日(火)から利用可能です。ご提出の際は「フォントの埋め込み設定」を必ず行ってください。
　 原稿提出締切日は，2021年8月16日（月）17時です。
厳守にてお願い致します。
　問合せ先：
一般社団法人 日本レオロジー学会
　　E-mail: office@srj.or.jp
TEL: 075-315-8687
　
